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NETIS 活用効果調査表 作成手順 マニュアル

●「新技術活用計画書・実施報告書」および「活用効果調査表」は
令和4年4月よりNETIS（新技術情報提供システム）のHPにて
オンラインで作成・提出となりました。

令和4年4月よりオンラインで作成・提出

👉 https://www.netis.mlit.go.jp/NETIS

※旧システム（R4年3月以前）で作成した活用効果調査表
（zipファイル形式）の内容を確認・修正する場合は、
本マニュアルP10を参照。

［改良前］

［現在］

初めてNETISにアクセスした場合はアンケート
画面になります。
該当する業種を選択し注意事項を確認の上
「OK」ボタンをクリックして内容に同意し、
次に進んでください。

https://www.netis.mlit.go.jp/NETIS


発注者（監督員）のNETIS操作について

※ イントラ版NETISはヘッダーの色が緑色です。
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※発注者（監督員）の場合、アクセスするNETISが一般とは違います。
以下のフロー図を参考に、行政用PCでイントラ版NETISへアクセスしてください。

ブラウザを立ち上げる

内部用ホームページの
「トップページへ」(右上)

ボタン押下

技術管理支援・人材育成
セクションの「技術情報」

プルダウンから
「NETIS(イントラ版)」を

選択

イントラ版NETISへ

ID/PWの発行申請の流れ
①施工者がNETISでID/PWを発行する申請を行います。
②発注者（監督員）にNETISシステムよりメール通知が届きます。
③メール本文に記載のURLをクリックして確認画面へアクセスします。
④記載内容が間違っていないかよく確認し、問題なければ「承認」を押します。
記載内容が間違っている場合は、「棄却」ボタンを押し、コメント欄に棄却理由を記載して送信します。
※棄却した場合は、施工者に再度、新規に申請することを指導してください。

⑤ID/PWがNETISシステムよりメールにて発注者（監督員）・施工者双方へ通知されます。
※発注者（監督員）の場合、イントラ版NETISを使用しなければ
取得したID/PWが正しくてもログインエラーになり、ログインできません。



活用効果調査表の提出フロー ※活用効果調査表の構成は次頁を参照。ここでは「新技術活用計画書」を「計画書」、
「実施報告書」は「報告書」、「活用効果調査表(発注者用)(施工者用)」は「調査表」と呼びます。

施工者
管理技術者等

発注者
監督職員・調査職員等

最終確認者
近畿技術事務所

新技術活用決定

ログインID/PWの申請 内容確認・修正指示

承 認ログインID/PWの受領

ログインID/PWの受領

ログイン・計画書の作成 内容確認・修正指示

登 録

新技術の活用

計画書受理

報告書、調査表
(施工者用)作成 内容確認・修正指示

活用技術がA,VRの場合

活用技術がVEの場合

※提出フローの詳細は操作マニュアルを
参照してください。

○計画書、報告書、調査表は全てオンラインで
行います。また、施工者、監督職員、最終確認者
への通知は全てシステムより自動応答メールにて
行います。

○ログインID/PWは１工事単位で発行されるため
複数の新技術活用が行えます。紛失にご注意
ください。

○施工者が記入した内容に不備等があった場合は
メール／電話及びコメント欄にて対応してください。

○令和4年3月以前の調査表（zip形式ファイル）
の修正は現時点で可能となっています。詳細は
後述のP10を参照してください。

○長期の工事やA,VRの新技術の活用等で、
監督職員が変更された場合や、活用を取り
止める場合、ID/PWの紛失の場合は下記に
電話で問合せください。

近畿地方整備局近畿技術事務所

NETIS受付窓口 072-860-7202
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★ 施工者は、別工事のログイン
ID/PWを使い回ししない事︕

工事毎に新しくID/PWの取得をお願いします。

登 録 調査表受理

調査表(発注者用)作成
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注意事項

• 活用提案日は、技術毎に必ず記入してください。

• VE技術は計画書のみ作成します。（A、VR技術は計画書、報告書、調査表の作成が必要です。）

• 新技術活用計画書は、活用する新技術が決定したら、新技術を活用する前に、速やかに作成し提出してください。

• 実施報告書並びに活用効果調査表は、新技術活用後（活用後10日程度まで）に作成してください。

• 活用当初 “A,VR” だった新技術が、活用が終わるまでに“VE”または“掲載終了”となった技術については、P8以降を参照してください。

• 活用効果調査表に不備があった場合、主任監督員等を通じて修正をお願いする場合があります。予めご了承ください。
なお、作成時に不備の無い様、確認をよろしくお願いします。

• 記入欄は原則として全てに記入してください。

• 記入完了後は必ず「記入完了チェックボックス（下図参照）」にチェックを入れ、提出してください。

• 不明な点や判らないことがある場合は下記に電話で問合せください。

近畿地方整備局近畿技術事務所

NETIS受付窓口 072-860-7202
(マイクロ755-487)
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発注者指定型
NETISに掲載中の技術を対象に、直轄工事等における工事等の発注に当たって、発注者が新技術を指定することにより活用を行う型
（試行申請型、フィールド提供型に該当する場合を除く。）をいう。

発注者指定型（選択肢提示型）
NETISに掲載中の技術を対象に、直轄工事等における工事等の発注に当たって、発注者がテーマ及び当該テーマに対して効果が期待
できる複数の新技術（新技術リスト）を提示し、請負契約締結後に施工者が新技術を選択することにより活用を行う型をいう。

施工者選定型（総合評価技術提案）
施工者選定型（総合評技術提案）は、総合評価落札方式における技術提案に基づき施工者が NETIS掲載中技術の活用を行う
型をいう。

施工者選定型（契約後提案）
施工者選定型（契約後提案）は、一般競争入札方式又は公募型指名競争入札方式の工事等において、請負契約締結後におけ
る技術提案申請に基づき施工者が NETIS掲載中技術の活用を行う型をいう。

活用等の型について

１つの工事で複数の新技術を活用する場合、発注者指定型と発注者指定型（選択肢提示型）は１つの工事で併用できません。

２．活用効果調査表について
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■発注者指定型及び発注者指定型（選択肢提示型）の場合

新技術
活用期間

①総合評価方式において公告日後、「VE」に移行した技術の場合

「VE」
移行

公告日 完了

新技術
活用期間

掲載
終了

完了

②総合評価方式において公告日後、NETIS掲載終了した技術の場合

掲載
終了 公告日時点で掲載終了の場合、

「新技術」として取り扱わない。

公告日

掲載
終了

活用効果調査表記入時点で判断。
活用計画書 必要
活用効果調査表 不要

活用効果調査表記入時点で判断。
活用計画書 必要
活用効果調査表 不要

活
用
計
画
書

提
出

活
用
効
果
調
査
表
提
出

掲載
終了

「VE」
移行

活
用
計
画
書

提
出

活
用
効
果
調
査
表

提
出

「VE」
移行

「A」
「VR
」

「A」
「VR」
「VE」
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■施工者選定型（総合評価落札方式における技術提案）の場合

「VE」
移行

①競争参加資格申請書提出期限の後、「VE」に移行した技術の場合

「VE」
移行

完了

新技術
活用期間

完了

②競争参加資格申請書提出期限の後、NETIS掲載終了した技術の場合

掲載
終了

競争参加資格申請書
提出期限

総合評
価落札
方式に
おける
新技術
の活用
提案

競争参加資格申請書
提出期限

活用効果調査表記入時点で判断。
活用計画書 必要
活用効果調査表 不要

活用効果調査表記入時点で判断。
活用計画書 必要
活用効果調査表 不要

申請書提出期限の時点で掲載終了の場
合「新技術」として取り扱わない。

掲載
終了

掲載
終了

活
用
効
果
調
査
表
提
出

「VE」
移行

活
用
計
画
書

提
出

総合評
価落札
方式に
おける
新技術
の活用
提案

活
用
効
果
調
査
表
提
出

掲載
終了

新技術
活用期間

活
用
計
画
書

提
出

「A」
「VR」
「VE」

「A」
「VR」
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①契約後、「VE」に移行した技術の場合

完了

完了

②契約後、NETIS掲載終了した技術の場合

「A」
「VR」

契約

■施工者選定型（契約後提案）の場合

掲載
終了

「A」
「VR」
「VE」

契約後
に
新技術
の活用
提案

契約

契約後
に
新技術
の活用
提案

活用計画書提出時点で掲載終了の場
合「新技術」として取り扱わない。

活用効果調査表記入時点で判断。
活用計画書 必要
活用効果調査表 不要

掲載
終了

新技術
活用期間

掲載
終了

活
用
計
画
書

提
出

活
用
効
果
調
査
表
提
出

掲載
終了

活用効果調査表記入時点で判断。
活用計画書 必要
活用効果調査表 不要

「VE」
移行

「VE」
移行

活
用
効
果
調
査
表
提
出

「VE」
移行

新技術
活用期間

活
用
計
画
書

提
出
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11
別工事のログインID/パスワードを使い回ししない事



2023年度より活用効果調査表は一工事につき一つのID/PWとなりました。
※ID/PWの使い回しは止めてください！必ず工事が竣工したら新しくID/PWを申請してください。

事前に活用技術が複数ある場合は「技術を追加する」ボタンで追加することができます。

部署・事務所名を選択時に「管理
支所」のついていない「事務所」
を選択してください

コリンズ番号は10桁の数字です。
設計書番号ではありません。

技術提案日は記入必須です。
1技術毎に必要になります。
（技術提案日は工事開始日でも可）

担当職員と事前に打ち合わせの上で
担当職員の氏名とメールアドレスを
入力してください。

-A,-VR,-VEは記入不要
(KK-240000等と入力する)
※アルファベットは半角大文字のみ

活用技術の追加ボタン
活用取り止めの場合は削除すること

こちらは「ログインIDパスワードを新規登録」を押下した場合の表示です。
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新技術活用計画書
(活用する新技術がA,VRの場合)

クリックでタブ切替え

コメント欄は
監督職員と
テキストで
やり取りする
場合に使用

拡大図提出時に記入されているか確認

提出時に✔されているか確認
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新技術活用計画書
(活用する新技術がVEの場合)

VEの新技術は
「新技術活用計画書」

のみ表示

※施工中にVEに変わった場合も
「新技術活用計画書」のみ提出

VEなのに「実施報告書」
「活用効果調査表（施工者用）」

が表示されている場合は
近畿技術事務所 技術開発相談室まで

連絡してください

提出時に記入されているか確認

提出時に✔されているか確認

コメント欄は
監督職員と
テキストで
やり取りする
場合に使用
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使用数量、使用箇所は
スケールメリットによ
る新技術の効果を確認
することから、詳細に
記載してください。

現場条件の差異による
新技術の効果を確認す
ることから、詳細に記
載してください。
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記入漏れや評価に矛盾がないよう発注者は必ずチェックしてください。また、施工者の評価と発注者の評価が大きく
異なることがないよう、評価に当たっては施工者と発注者の間で十分調整を図ってください。
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気がついた点など、
留意点を詳細に記
載願います。
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活用効果調査表のよくある修正事例
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活用効果調査票は評価会議の資料になりますので評価をお願い致します。
（識別記号：-A、-VR）
−評価においての基本事項−
基本１）施工者と発注者が同じ効果調査の項目（経済性、工程・品質出来形、安全性、施工性、

環境）
を評価しますが、食い違う場合は両者で協議することになります。

基本２） 効果調査を評価するのはNETISに記載の従来技術との比較になります。

基本３） 効果調査を評価する項目の評価点は施工者と発注者で２点以上の差は付けないことが
望ましいですが、どうしても２点以上の差がでる場合は両者で協議することになりま

す。

理由：評価会議において、有識者からの指摘がありますので注意が必要。

基本４）効果調査のコメント欄は評価会議で重要視されるので、必ず評価した理由を記入する。
（【当該技術に関連しない項目である】の場合は『当該技術に関連しない』と記

入。）

【備考】
・評価にあたり、NETIS新技術情報提供システムで技術検索し

『従来技術との比較』に『活用の効果』が掲載されているので
参考にしてください。

注意） 『活用の効果』の各項目で『向上』『同程度』『低下』のいずれ
かで評価されているため、『向上』→『低下』『低下』→ 『向上』と
する場合、注意が必要。 24



施工者と発注者で効果調査を評価されている項目（経済性、工程・品質出来形、安全
性、施工性、環境）が違っている。

−事例１−

施工者は『施工性』を評価しているが発注者
は評価していない。

25



発注者と施工者で効果調査を評価されている項目（経済性、工程・品質出来形、安全性、施
工性、環境）の評価点が大きく違っている。

施工者が【経済性】を【２】に対して発注者
は【４】と評価している。

※発注者と施工者で評価点が大きく異なる場合は、後
日事務局から評価内容について再確認をする場合があ
ります。
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−事例２−
項目において効果調査の評価点（経済性、工程・品質出来形、安全性、施工性、環
境）が全て【当該技術に関連しない項目である】と評価されている。

評価する時の参考資料
経済性と品質は評価対象で他は同程度

※完全に関連しない項目のみに「関連しない項目」としてしてく
ださい。また関連しない項目を選択した場合はその理由を必ず記
載してくだい
（例：積算では共通仮設費率計上のため関連しない項目である。
は理由となりません。比較する従来技術と比べてどうかを
入してください。）
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−事例３ー
NETISに登録されている情報では『経済性』が低下してるが、評価では『従来技術より優
れている』に評価されている。 ※評価に当たってはNETIS申請情報の「活用の効果」を参考して

評価してください。「活用の効果」と異なる評価の場合はその理
由を記載してください。
（必ずイニシャルコストで評価します。

※よくない例：〇〇は初期投資は高いが、長期で見ると維持管理
費が安くなるので経済性向上。）
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施工者と発注者で効果調査を評価されている項目（経済性、工程・品質出来形、安全
性、施工性、環境）が違っている。

−事例４−

施工者は『施工性』を評価しているが発注者
は評価していない。

※施工者と発注者で評価する項目を合わせてください。また、新技術の効果を違う評
価項目で評価しない。
（例：○○技術の耐久性を施工者は安全性、発注者は品質・出来形で評価など）
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−事例５−
効果調査の評価項目においてコメント欄に
評価した理由が書かれていない。

※評価が従来より優れる又は劣る場合は、必
ずコメント欄に評価理由を記入してください。
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−事例６ー
総合的所見の【今後、当該技術を活用できる工事の場合に活用しますか】の理由
欄に選択した理由が書かれていない。

【記入例】

・【今後も是非活用したい】【活用を検討したい】を選択するときは、
理由欄に『優れていた所』を参考に記入する。

・【場合によっては活用することもある】を選択するときは、理由欄に
『優れていた所』 『劣っていた所』を参考に記入する。

※理由がない場合は確認することになるので、
必ず記入してください。
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活用効果調査表の模範例
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評価する時の参考資料

該当項目（経済性、工程・品質出来形、安全性、施工性、環境）が評価されコメントも記入されて
いる。
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コメント記入例

・同等【３】のときのコメント例：従来技術と同等。

・『当該技術に関連しない項目である』のコメント例：当該技術に関連
しない。
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